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自己紹介

旅家 一彰 / Taya Kazuaki
エフサステクノロジーズ株式会社
取締役 プロダクト部門長

1998 年 富士通入社・ ストレージシステム実装構造設計に従事

2011 年 同社 品質保証本部品質企画統括部長

2019 年 同社 プラットフォーム品質本部長

2020 年 同社 インフラストラクチャシステム事業本部長代理

2024 年 エフサステクノロジーズ株式会社

 プロダクト部門コアプロダクト事業本部長

2025 年 同社 プロダクト部門副部門長

2026 年 同社 取締役 プロダクト部門長
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エフサステクノロジーズは、製販保守一体の
ハードウェアソリューショントータルプロバイダーとして発足

1989 年
富士通カストマ
エンジニアリング
設立

1996 年
富士通サポートアンド
サービス発足

2007 年
富士通エフサス
に社名変更

通信情報処理機器の
保守事業を分離

2024 年 
エフサステクノロジーズ  
発足

C/Sの導入展開サービス
富士通サポート・
テクノロジーと合併

ハードウェア
（開発 ･ 製造）

インフラ 役務・
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エフサステクノロジーズの事業概要

ハードウェアの開発から製造・品質保証・サポートまで国内で一貫して実施

国内一貫製造

先進テクノロジーを

採用した製品開発

全国規模の営業体制

営業拠点

主要パートナー

導入/展開大規模一括展開を実現する

全国の約70 社パートナー網

販売

製造

開発

運用24 時間365 日

トラブル対応

保守
業界最高水準の2時間以内 

オンサイト修理を実現

顧客
約65,000社

： 46 か所

： 400 社

※2025 年7月時点

※2025 年7月時点
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AIの市場状況とトレンド

AI活用は「聞く AI（アシスタント） 」 から「実行する AI（エージェント） 」 へ質が変わる

国内AI市場支出額（兆円 ）

2.4

6.9

2025 年 2029 年(予測)

×2.9
CAGR 36.0%

出典： エフサステクノロジーズ株式会社が IDCのデータに基づき推定

市場の状況

生成AIを業務活用

34.5 %
うち「非常に活用 」

4.4 %

世の中の流れ

今後考慮すべきポイント LLM 性能に加え 「 ソブリニティ 」

アシスタント
LLM性能重視

2026 年はAIエージェント実適用の 「元年」

IPA 情報セキュリティ 10 大脅威 2026 （上位 6位）

エージェント
動作環境重視

ハード・ソフト・サービス支出

1位 ランサム攻撃による被害 4年連続

2位 サプライチェーン攻撃 4年連続

3位 AIの悪用と情報漏洩リスク 初登場

6位 地政学リスク起因の攻撃 上昇

：

出典： IPA 情報セキュリティ 10大脅威 2026
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ソブリニティの実現に必要な要素
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データ主権 海外データ流出リスク最小化

運用主権 国内人材による運用

法的主権 日本国内の法令に準拠

セキュリティ主権 セキュリティリスクの透明性確保

ITインフラにおけるソブリン性
 インフラ領域で自ら主権を持ち、他国・他社に左右されずに制御

テクノロジー主権 技術の更新・制御を国内で実施

重要設備の安定供給 説明責任 事前リスク評価義務

社会混乱リスク

＜案件事例＞

制御監視を担う為
国産かつ保守拠点が近場にある こと

＊
経済安全保障推進法 特定事業者15業種  には

が求められる

決済停止リスク

＜案件事例＞

情報漏洩防止の観点で国産機器指定

*：電気、ガス、石油、水道、鉄道、貨物・自動車輸送、外航運輸、港湾輸送、航空、空港、
  電気通信、放送、郵便、金融、クレジットカードの 15業種

電気 ガス 石油

水道 鉄道
貨物

自動車輸送

外航海運 港湾輸送 航空

空港 電気通信 放送

郵便 金融
クレジット

カード

海外法規制安全保障上のリスク

社会基盤を支えるシステムにおいて、データの所在や
管理主体が海外の場合、法令遵守や安全保障面でリスク

地政学リスクとサイバー脅威の高まり

国際情勢の変化やサイバー脅威の高まりを受け、
重要情報の保護が急務

災害時を含む事業継続要求

政府・金融・医療などの社会基盤システムは、
災害時の事業継続を含む複合リスクに直面

機密情報の安全な取り扱い

生成AIの活用が広がるほど、機密情報を安全に扱うこと
への要求が強まる
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ソブリン AIへの取り組み
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地政学的な緊張やデータ主権へのニーズの高まりに対し、富士通グループは信頼できるテクノロジーを提供

• 経済安全保障等の観点から、ソブリン性の高い AI基盤（ ソブリン AI基盤）が注目

• 政府によるガバメント AI整備や国産LLM開発促進

• 個人情報保護法の改正*～AI利用データの越境移転に関するルール厳格化

AIの競争軸は「モデル性能」から「ソブリニティ」へ

*26年4月閣議決定

ソブリン AIの提供
✓ 安心して使える AI

✓ 主権を守れる AI

✓ 現場に実装できる AI

ソブリン性の高い
Made in Japan  GPUサーバを提供

世界一の日本語性能を持つ LLM 
「 Takane 」  を構築済

先端AI技術「 Fujitsu Kozuchi 」
をワンパッケージで提供

Fujitsu Kozuchi 
Enterprise  AI Factory

Knowledge/Solution

Function

Model

垂
直

統
合

パートナー様

富士通グループ

ソブリン AI提供形態

Computing オンプレミス

Generative 
AI Platform

Private  AI Platform 
on PRIMERGY

オンプレミスプライベートクラウド4/21 富士通販売パートナー様 Executive Forum 2026 説明スライドより引用

先端AI技術

ワンパッケージ
松 ハード＋ LLM竹 ハード梅

Fujitsu Kozuchi

Takane

Made in Japan  プライベートクラウド /オンプレ

パートナー様

Takane

Made in Japan  プライベートクラウド /オンプレ オンプレミス

パートナー様

OSS LLM

Made in Japan  プライベートクラウド /オンプレ

7/ 36



ブランドカラー

サブカラー

ソブリン性・品質を兼ね備えた製品を提供
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Japan ブランドの強み

「 Made in Japan 」の意義： ソブリン性 、 信頼性、 安定供給性を提供しビジネスを止めない

石川県

笠島工場

製造面での透明性強化／トレーサビリティ

お客様からの期待

国内での製造へ期待経済安全保障の重視透明性 ソブリン性

近年求められるように

Made in

Japan
長期安定稼働へ期待

止まらない
システムの重視

可用性
信頼性

品質

従来からの要求
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Made in Japan 製品の工程
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電子部品

筐体(グローバル標準品 )

プリント基板実装 装置組立 システム組立 ラック組立

他社サーバ
＊当社調べ

富士通グループ
（ Made in Japan 製品）

A社

B社

国内

国内

部品 
サプライヤー

海外

海外

富士通グループ
（従来の Supermicro

OEMサーバ）

部品 
サプライヤー

協業ベンダー（海外）

「 Made in Japan 」製品は日本国内拠点の石川県笠島工場で製造

スパコン「富岳」「京」の製造実績

   富士通グループ（石川県笠島工場）

富士通グループ

9/ 36



ブランドカラー

サブカラー

ソブリン AI基盤の拡充
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• FY25 GPU サーバ採用実績 58 社（内訳：お客様  43 社、パートナー様  15 社）

• PAPP を軸としたエコシステムの拡大

お客様の強みの

AIソリューション  on PAPP

neoAI Chat
（ 26年7月提供開始）

LLM 拡大 on PAPP

検証環境ワークショップ

体感ワークショップ
AI-PoCサービス

ソブリン AI基盤

オンプレミス LLM基盤 国産GPUサーバ

スイッチストレージ

OSS 生成AI

AIサーチソリューション
(MμgenGAI )

（ 25年7月提供開始）

LLM 搭載モデル
（ 25年12月提供開始）

ドキュメント構造化 AI
（ 25年11月提供開始）
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機密データの安全な AI活用へ
国産AIサーバ×オンプレミス AIで実現する「ソブリン AI基盤」とは

Ver0２
１名

野中 洋志

デジタルイノベーションセンター長

富士電機ITソリューション



© Fuji Electric IT Solutions Co., Ltd.

ローカル生成AIによる業務高度化と自走型組織への変革

2026年 7月 15日

〜Private AI Platform on PRIMERGYによる
ドメスティック・ソブリニティの確保〜

デジタルイノベーションセンター長 野中 洋志



© Fuji Electric IT Solutions Co., Ltd.

会社説明
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アジェンダ

1. 取り組みの全体像

導入の背景

導入の工夫

２．実績

導入の成果

事例

当社のAI利用状況

汎用的な生成AIとして
Geminiを利用

業務効率化の生成AIとして
Private AI Platform on PRIMERGYを利用
※資料中 PAPPと表記しているところがあります。
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1．取り組みの全体像 –導入の背景

生成AIで業務効率を改善したいがリスクが心配で簡単に導入できない

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
壁

クラウド
AI

機密文書

個人情報・機密情報

ガイドライン

社内規定
データ漏洩

著作権侵害

突然の利用停止

外部と隔離された「安心・安全な箱」

インターネットにつなぐことなく利用可能な生成AI

機密データを安全に扱えるプライベート環境向けのソブリンAI基盤

利用ガイドライン

FTI 社 Private AI Platform on PRIMERGY

Google Gemma3
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AIアプリを開発できる環境（Dify）とともに、全従業員に生成AIを開放

自分たちの業務改善は
自分たちで行う

試行錯誤は必要だったが
その分理解が深まった

部門間で情報を共有し
業務効率化の垣根を払拭

作成されたAIアプリ

190
全部門で 計190のアプリを作成

【教育】AIネイティブな組織文化の醸成

1．取り組みの全体像 –導入の工夫
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２．実績 –導入の成果

利用実績

AIとのチャット
利用が多い

12ヶ月
(6月末時点)

33,000回超

導入12ヶ月

840名

利用トークン： 2億

導入12ヶ月で全従業員の約95%にあたる840名が日常的に利用

【PAPP利用累計】 カテゴリ 主な活用内容の例

1. 資料レビュー
／チェック

成果物の検品、記述漏れや
ルール違反の自動判定

2. 社内ナレッジの活用
就業規則、業務マニュアル、
技術情報への問合せ対応

3. ドキュメント生成
報告書の文面／構成案
アイデア創作

5,500時間／年 の 業務時間創出

利用者

／886名
（全従業員）

期間

利用回数
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プログラムコードのレビュー（解析）例 デバッグ時間／レビュー時間の削減効果

～ 略 ～

プログラムソースコードのレビュー

改善点の提示

不要処理
の指摘

～ 略 ～

～ 略 ～

修正コード例の
提案

推奨する修正案
の提示

テスト前に問題点の
修正が可能

２．実績 -事例１ 資料レビュー／チェック

コーディングミス
の指摘

【今年度 生成AI利用KPI】
5,000時間の創出
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「いいね」ボタンを設置し、
回答精度を評価

２．実績 -事例２ 社内ナレッジの活用

セキュリティに関するルールの問い合わせ対応のAI化例 QA対応要員の工数削減／利便性向上効果

【今年度 生成AI利用KPI】
問合せ対応時間 30%削減
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２．実績 -事例３ ドキュメント生成

設計書から試験仕様書の作成 必要となる
項目の提示

正常系・異常系の
記載

試験項目
の列挙

試験仕様書のたたき台
（第0版）として利用可能

開発ドキュメントの自動生成例 仕様書作成の工数削減、試験漏れ低減効果

【今年度 生成AI利用KPI】
3,000時間の創出
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２．実績 -事例４ ドキュメント生成（写真の分析）

作業現場写真からリスクの分析

改善項目と改善案の提示

作業現場の
安全リスク

工事リスクや
改善の提案等

改善項目
の提示

改善案の提示

５Ｓチェック作業として
利用可能

「カイゼン」の素案として
利用可能

写真（現場写真など）からのリスク分析例 客観的なリスク指摘と改善案効果

【今年度 生成AI利用KPI】
現場事故 0件
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・AI単体利用だけではなく、RPAやマクロを組合わせることにより、
社内システムとの連携やファイル操作などを自動化

社内システム データ抽出 データ分析 グラフ化

PAPP

RPAで一連の操作を自動化

PAPP

文章(所感)作成 資料化 仕上げ 完成

Excel

PowerPoint 人の作業

人の思考作業を
PAPPが代替

軽技(FSL製品)

２．実績 -事例５ 社内システムとの連携

申請書／
報告書

人が入力した概要から
AIが内容を記入

マクロから
PAPPを呼び出し

概要
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コーディングエージェントが
業務アプリを自律生成

マルチエージェントによる
営業支援

ユースケース 2

ユースケース 1

AIエージェントデモ
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詳細は展示ブースでもご確認いただけます

要件提示

STEP

01

業務内容・アプリの動作仕様
を含む要件書を入力

タスク分解

STEP

02

エージェントが開発 工程の
タスクを生成

生成＆実行

STEP

03

アプリ本体と テストコード を
生成し、即座に実行・検証

アプリ完成

STEP

04

最小の人手介在で
アプリを利用開始

業務アプリの要件書を渡すだけで  設計・実装・テストまでを自律実行

失敗時も  原因特定〜修正まで自走 。人手の介在を最小化

コーディングエージェントが業務アプリを自律生成

ユースケース 1
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マルチエージェントによる営業支援
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会話の文字起こし

STEP

01

マイクを選択し録音開始 。
リアルタイムに文字起こし

会話の構造化

STEP

02

会話ログを 自動要約し、
商談状況を可視化

次アクション提案

STEP

03

未確認事項を自動検知し、
深掘りすべき 質問案を提示

資材の自動連係

STEP

04

文脈にあった
提案資料を社内資産
から 自動レコメンド

音声から要約・質問・提案資料までを リアルタイムに自動生成

音声を即時テキスト化・話者識別 会話をリアルタイム要約 聞き漏らしを AIがコ－チング 最適資材を即時提示

オンプレミス基盤で機密情報を守り、商談の質とスピードを両立

ユースケース 2
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エージェント活用の課題

© 2026 Fsas Technologies Inc.

02 開発情報に対するデータ主権の確保
要件書・ 設計書・ ソースコードなどの機微な開発情報を 自社管理の下でAI活用できる環境が必要

自律実行に伴うコスト増大の制御
生成・実行・修正を繰り返すエージェント利用では、従量課金の利用料金が急増しやすく費用管理が必要

03

強い権限を持つ AIの安全な運用
業務システムや機密性の高い情報にアクセスするエージェントに対し、適切な実行制御と権限管理が必要

04

01 AI基盤の透明性・トレーサビリティの 確保
重要業務を任されるエージェントには、実行環境に対する説明責任が 必要
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エージェント活用を支える AI基盤
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Private AI Platform on PRIMERGY

RX2540  M8
RTX PRO 6000 x1

OSS LLM

GX2580 M8s
B300 x8

OSS LLM

OSS LLM

RX1330 M6
L4 x1

Large モデル
大規模モデル利用

高可用性、実践的な学習用途

Very Small モデル
少人数での利用、トライアル利用

最小構成モデル

Small モデル
社内での生成AI活用
スモールスタート

Medium モデル
精度のより良い中規模モデル利用

Small からのスケールアップ

RX2450  M2
L40S x1

TX1320 M6
L4 x1 RX2540  M8

RTX PRO 6000 x2

RX2540  M8
H200 NVL x1 or 2

OSS LLM

導入・保守サービス、すぐ使える Dify のサンプルアプリ  ※Takane はオプションになります。

CDI

01 Made in Japan サーバにより主権を確保 完全オンプレミス運用可能な AI基盤02, 03

32/ 36



ブランドカラー

サブカラー

Interop ｜Best of Show Award ファイナリスト

© 2026 Fsas Technologies Inc.

Interop Tokyo 2026 出展企業の新製品・サービスから「今年を代表する一品」を選出する

Best of Show Award にエントリーし、 2製品がファイナリストに選出されました。

PRIMERGY CDI V2Entry

２

オンプレミス AI基盤
「 Private AI Platform on PRIMERGY 」

部門：サーバー &ストレージ

部門：エンタープライズ &クラウド（アプライアンス）

Entry

１
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エージェント活用を支えるセキュリティ

© 2026 Fsas Technologies Inc.

コンピューティング
セキュリティ

データセキュリティ
セキュリティ  for AI

(10 月以降順次提供)

UTM 等従来型セキュリティ
ソリューション

データバックアップ
データを AIが安全に二次利用

(以下代表的な商用製品 )

AIを安全に活用するための
最適なセキュリティソリューションを提案

Veeam Data Platform

Data Protect / Gaia FGuardrails / Redteam

Prisma AIRS

AIGate

Cisco  AI Defense

IPCOM EX3

SHieldWARE

NGFW

PA-Series

強い権限を持つ AIの実行基盤・データ・権限を守り、安全な運用を実現04
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AIエージェント活用のポイント

© 2026 Fsas Technologies Inc.

１

ソブリニティ

主権を守る

品質・透明性・
トレーサビリティ

２

コスト制御

オンプレミスで動かす

AIエージェント利用時の
コスト変動リスクを抑制

３

セキュリティ

安全に使い続ける

AIエージェントの
業務適用を加速
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本日ご紹介内容の展示はこちら 地下2階

AIを拓く、主権と説明責任を果たす
ソブリンクラウド

37

自律・持続的な価値創出を実現する
AI Factory

38

ソブリニティを実現する国産AIサーバと
機密データの安全なAI活用

39

最先端2nmプロセス採用！
国産ＣＰＵＦＵＪＩＴＳＵ－ＭＯＮＡＫＡ
搭載サーバ

1
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お問い合わせは https://www.fsastech.com/ja -jp/contact/

エフサステクノロジーズ株式会社
〒212 -0014 神奈川県川崎市幸区大宮町1-5 JR川崎タワー

https://www.fsastech.com/ja-jp/contact/
https://www.fsastech.com/ja-jp/contact/
https://www.fsastech.com/ja-jp/contact/
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